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北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、
豊

岡
市
を
起
点
と
し
丹
波
市
春
日
町

に
至
る
延
長
約
　
 ㌔
 の
一
般
国
道

７０

の
自
動
車
専
用
道
路
（
高
規
格
幹

線
道
路
）
で
、
但
馬
・
丹
波
地
域

と
京
阪
神
地
域
と
の
連
携
を
強
化

し
、
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
道

路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　「
和
田
山
八
鹿
道
路
」は
北
近
畿

豊
岡
自
動
車
道
の
一
部
で
、
養
父

市
八
鹿
町
高
柳
か
ら
朝
来
市
和
田

山
町
市
御
堂
を
つ
な
ぐ
　
・
７
㌔

１３

の
道
路
で
す
。

　
平
成
　
年
３
月
に
都
市
計
画
決

１２

定
が
な
さ
れ
、
平
成
　
年
９
月
　

１８

２４

日
に
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。
平

成
　
年
度
の
開
通
を
目
指
し
、
養

２３
父
・
朝
来
両
市
内
で
ト
ン
ネ
ル
工

事
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

（
一
般
国
道
４
８
３
号
）と
は

和
田
山
八
鹿
道
路
と
は
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北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
和
田
山
八
鹿
道
路
」」」」」」」」」」」」」」」」」

　
現
在
、
国
土
交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
で
整
備

を
進
め
て
い
る
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
「
和
田
山
八
鹿

道
路
」
に
つ
い
て
、
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
後
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
に
関
す
る

情
報
を
定
期
的
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

整
備
が
進
む
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平
成
　
年
７
月
に
春
日
和
田
山

１８

道
路
が
開
通
し
、
春
日
　
（
イ
ン

IC

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）～
和
田
山
　
間
IC

の
移
動
時
間
が
一
般
道
利
用
に
比

べ
て
約
　
分
短
縮
し
ま
し
た
。

２０

（
約
　
分
→
約
　
分
）

５０

３０

　
和
田
山
八
鹿
道
路
を
含
む
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
の
残
り
の
区
間

が
す
べ
て
開
通
す
る
と
、
豊
岡
市

内
ま
で
の
移
動
時
間
が
さ
ら
に
　２０

分
短
縮
し
、
春
日
　
～
豊
岡
市
内

IC

区
間
の
移
動
時
間
は
、
合
計
　
分
４０

短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
約
１
０
５
分
→
約
　
分
）

６５

　
全
線
開
通
す
る
こ
と
で
、
但
馬

地
域
か
ら
京
阪
神
地
域
へ
の
移
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
交
通
の
利

便
性
が
向
上
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
和
田
山
八
鹿
道
路
が
開

通
す
る
と
、
現
在
、
国
道
９
号
を

利
用
し
て
い
る
車
両
が
和
田
山
八

鹿
道
路
に
分
散
す
る
た
め
、
和
田

山
　
前
交
差
点
、
一
本
柳
交
差
点
、

IC
宮
田
交
差
点
な
ど
の
渋
滞
が
緩
和

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
渋

滞
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
ハ

チ
高
原
方
面
へ
の
観
光
交
通
や
、

新
温
泉
町
、
山
陰
方
面
、
豊
岡
市

内
方
面
に
向
か
う
大
型
車
が
和
田

山
八
鹿
道
路
を
利
用
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
国
道
９
号
の
交
通
が

円
滑
に
な
っ
て
交
通
事
故
が
減
少

す
る
と
と
も
に
、
沿
道
の
環
境
が

改
善
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
養
父
市
内
で
は
、
畑
地
区
と
十

二
所
地
区
、
高
柳
地
区
で
ト
ン
ネ

ル
工
事
を
、
畑
川
と
建
屋
川
で
橋

り
ょ
う
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

他
に
も（
仮
称
）八
鹿
　
（
イ
ン

IC

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
設
置
工
事
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
建
屋
川
の
橋
り
ょ
う
工
事
で
は
、

橋
を
支
え
る
橋
台
と
橋
げ
た
が
完

成
し
、
現
在
、
車
道
と
な
る
部
分

の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。（
写
真
１
参
照
）

　
ま
た
、（
仮
称
）八
鹿
　
で
は
、盛

IC

土
工
事
や
市
道
の
つ
け
か
え
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
写
真
２
参

照
）

和
田
山
八
鹿
道
路
が
開
通

す
る
と
…

養
父
市
内
の
工
事
状
況

　
朝
来
市
内
で
は
、
和
田
山
町
岡

地
区
と
枚
田
地
区
で
ト
ン
ネ
ル
工

事
を
、
円
山
川
と
岡
地
区
、
芳
賀

野
地
区
で
橋
り
ょ
う
・
高
架
橋
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
岡
地
区
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、

坑
口
部
分
の
盛
土
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
現
在
、
大
阪
側
か
ら

掘
り
進
ん
で
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
の

全
延
長
１
，
４
８
５
㍍
の
う
ち
、

約
４
分
の
１
を
掘
り
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
す
。
（
写
真
３
参
照
）

　
ま
た
、
岡
・
芳
賀
野
地
区
の
高

架
橋
工
事
で
は
、
橋
を
支
え
る
橋

脚
を
設
置
す
る
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
写
真
４
参
照
）

　
工
事
中
は
、
地
域
内
に
お
け
る

工
事
車
両
の
通
過
や
、
工
事
機
械

に
よ
る
騒
音
な
ど
に
よ
り
地
域
の

皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
。
和
田
山
八
鹿
道

路
の
早
期
開
通
に
向
け
て
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
　
豊
岡
河
川
国
道
事

務
所
　
工
務
第
二
課
（
緯
０
７
９

６
倆
　
倆
２
３
５
６
）

２６

朝
来
市
内
の
工
事
状
況

【シリーズ】　 整備が進む北近畿豊岡自動車道

写真１　建屋川の橋りょう工事

H２０．１０．３１撮H２０．１０．３１撮影影

写真２　（仮称）八鹿ＩＣ設置工事

H２０．１１．１２撮H２０．１１．１２撮影影

写真３　岡地区トンネル工事

H２０．１０．３０撮H２０．１０．３０撮影影

写真４　岡・芳賀野地区高架橋工事

H２０．１０．３１撮H２０．１０．３１撮影影


